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長
沙
六

・一

惨
案
を
め
ぐ
っ
て

中

村

義

一
九
二
三
年
春
、
中
図
各
地
で
「
厳
順

・
大
辿
回
牧
」
、
「
二
十
一
力
候
否
認
」

等
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
激
し
い
抗
日
巡
動
が
お
こ
り
、
つ
い
に
「
針
日
経
済
組

交
」
へ
と
設
展
し
た
。
こ
の
抗
日
運
動
に
つ
い
て
、
先
腕
干
の
諸
研
究
が
、
民
族

ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
積
鹿
的
役
割
、
総
商
曾
の
活
動
、
日
本
経
済
(
と
く
に
綿

業
)
へ
の
影
響
等
の
側
面
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。

こ
の
年
六
月
一
目
、
湖
南
省
長
沙
の
波
止
場
で
、
群
衆
が
日
本
商
船
武
俊
丸

に
乗
船
す
る
中
園
人
に
ピ
ケ
を
は
っ
て
妨
げ
、

ま
た
日
本
商
品
ボ
イ
コ
ッ
ト
を

賀
行
し
て
い
た
。
こ
れ
に
封
し
て
、
入
港
中
の
軍
舷
伏
見
の
乗
組
員
十
数
名
は

上
陸
し
て
、

設
砲
し
、
中
図
民
衆
二
名
を
射
殺
し
た
。
所
諮
「
長
沙
六
・
一

一惨

案
」
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
湖
南
省
の
み
な
ら
ず
、
各
地
の
抗
日
運
動
は
激
化

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
事
件
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
研
究
専
論
は
な
い
が
、
二

0
年
代
湖
南
省
の
政
治
史
研
究
で
は
言
及
さ
れ
て
い
る
。

報
告
は
す
で
に
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
て
い
る
中
国
側
の
湖
南

関
係
資
料
と
、
そ
れ
に
く
わ
え
て
、
滋
時
の
長
沙
領
事
報
告
、
「
排
日
仰
車
」

等
を
も
と
に
し
て
、
、
①
事
件
前
後
の
欣
況
と
そ
の
影
響
を
紹
介
し
、

②
連
動

の
中
心
組
織
で
あ
っ
た
「
湖
南
外
交
後
援
曾
」
を
通
し
て
、
湖
南
に
お
け
る
民

衆
運
動
の
特
徴
を
考
え
て
み
た
い
。

ム
ガ
ル
朝
の
グ
ジ
ャ
ラ

l
ト
地
方
支
配
に
つ
い
て

近

治

藤

キ
ャ
ン
ベ
イ
抽
聞
に
貼
在
す
る
良
港
と
地
味
段
か
な
炭
耕
地
州
市
を
擁
し
た
グ
ジ

ャ
ラ
l
ト
地
方
は
、
ア
ク
バ
ル
帝
の

治
世
第

一
七
年
(
一
五
七
二
年
〉
、
ム
ガ

ル
朝
に
征
服
さ
れ
、
政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
重
要
な
そ
の
一
州
と
し
て
併
合

さ
れ
た
。
こ
の
地
方
は
、
こ
れ
に
先
立
つ
約
一
七

0
年
間
ム
ス
リ
ム
地
方
政
機

が
存
級
し
、
さ
ら
に
そ
れ
以
前
約

一
世
紀
の
聞
は
ハ
ル
ジ
l
朝
と
ト
ゥ
グ
ル
ク

朝
の
支
配
に
服
し
て
い
た
。
従
っ
て
ム
ガ
ル
朝
の
支
配
に
は
、
こ
れ
ら
の
先
行

す
る
ム
ス
リ
ム
支
配
時
代
か
ら
の
影
響
が
強
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

ム
ス
リ
ム
史
家
の
残
し
た
こ
の
地
方
に
闘
す
る
主
要
な
地
方
史
文
献
に
『
ミ

ラ
l
テ
H

シ
カ
ン
ダ
リ
l
』
(
一
六
一
一
年
〉
や

『ミ

ラ
l
テ
"
ア
フ
マ
デ
ィ

l
』

(
一
七
六

O
年
ご
ろ
)
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
関
連
す
る
史
料
と
照
合
し
つ

つ
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
ム
ガ
ル
朝
の
グ
ジ
ャ
ラ
l
ト
地
方
支
配
の
あ

り
方
を
究
明
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
る
。

ム
ガ
ル
朝
の
地
方
統
治
に
つ
い
て
は

P
・
サ
ラ
ン
数
授
の
研
究
を
は
じ
め
と

す
る
一
連
の
も
の
が
あ
る
が
、
こ
う
し
た
研
究
を
さ
ら
に
設
展
さ
せ
て
い
く
た

め
の
基
礎
的
作
業
の
一
つ
と
し
て
、
こ
こ
で
は
ま
ず
、
グ
ジ
ャ
ラ
l
ト
地
方
に

お
け
る
在
地
の
枇
禽
と
ム
ガ
ル
朝
支
配
の
行
政
的
側
係
を
主
と
す
る
考
察
を
行

な
い
、
ム
ガ
ル
帝
図
統
治
の
構
造
的
な
特
質
を
採
り
出
し
て
い
く
手
懸
り
と
し

た
い
。
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